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Abstract: Twitter data with Geo-tag is useful for the analysis of tourists' behavior 

through classifying users based on the length of stay in a city. This paper tried to 

propose two analytical methods about tourists' behavior in Kanazawa-City, which are 

hot-spot extraction and visualization of tourists’ movement. The results show the 

centrality of Kanazawa-station. In the future, estimation of users’ attribute and 

combination with other method such as questionnaire survey are expected. 
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1.はじめに 

 近年ソーシャル･ネットワーク･サービス(以下

SNS)の投稿データを利用して観光に関する分析

を試みた研究が観光地理学，都市工学，情報工学

分野等で見られるようになった．これらの特徴と

して，不特定多数の人々から発信された大量の投

稿データを収集して分析を行っている点，投稿に

付与された位置情報データを利用して，ミクロス

ケールな場所における分析を行っている点等が挙

げられ，今後もこれらの研究は増加すると考えら

れる．中でも，Twitter の投稿データは特に着目さ

れており，事例を挙げると，桐村(2013)は，投稿

における位置情報の移動から，京都市における日

帰り観光客の分析を行い，また観光庁(2015)にお

いても，日本の地名や旅に関する語を含む英語の

投稿の抽出から，訪日外国人観光客の興味･関心の

内容の把握を試みた． 

 しかしながら，これらの先行研究は Twitter 投

稿データの活用事例の範に留まっており，分析手

法の検討はなされていない．今後の観光行動分析

への普及に向けては，手法や適用例を含めた研究

の蓄積が不可欠である．そこで本研究は，2015 年

3 月の北陸新幹線開業以降，観光ブームが発生し

ている金沢市を対象に，Twitter の位置情報付き投

稿から短期滞在者の行動を可視化するとともに，

同市における観光動態の時空間構造を分析する手

法を開発することを目的とする．また分析を通し

て，これらの投稿データを利用した観光行動分析

の今後の可能性や課題についても考察したい． 

 

2. Twitter 投稿データについて 

2.1 データの取得･抽出 

Twitter の投稿データは，サービス運営主体であ

る Twitter 社が提供する API を利用することで，

誰でも簡単に投稿データを収集することができる

(桐村，2013)．またその際，ユーザー名や投稿場

所，言語等を指定して収集することが可能である． 
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本研究では 2015 年 5 月から同年 10 月までの半年

間，金沢市での位置情報付きの投稿を収集し，

58,567 件が集められた． 

短期滞在者の抽出方法には，ユーザー毎の投稿

日時に着目した佐伯ほか(2015)の手法を一部修正

して活用した(図-1)．具体的には，まずはデータ収

集期間を D 日毎に区切り，D 日間を 1 つのブロッ

クとする．期間内投稿数が T 以上のユーザーのう

ち，投稿が確認されたブロックの数が R 以下のユ

ーザーを短期滞在者として抽出した．また R より

大きいユーザーのうち広告・bot 等を除いたもの

を長期滞在者として識別した．本研究では閾値を，

T = 3，D = 3，R = 3 と設定した．佐伯ほか(2015)

においては，適切な閾値を設定することで，訪日･

在日外国人を 9 割以上の精度で分類することがで

きた．本研究では閾値の検証は省略したが，投稿

内容等を見ると，短期滞在者として抽出されたユ

ーザーの投稿は，概ね観光客の投稿と考えられる

ものであった． 

 

2.2 分析対象データの概要 

 前節における分類の結果，553 の短期滞在ユー

ザーが抽出され，それらのユーザーによる 7,634

件の投稿が本研究における分析対象となる．なお，

長期滞在者として識別されたユーザー数は 654 で，

投稿数は 31,731 件であった． 

 時間帯別の投稿数を見ると(図-2)，長期滞在者の

投稿は夜間に多く，また食事時に投稿数が急増す

るのに対し，短期滞在者の投稿は日中に多く，夜

間が少ないことが分かる．日別の投稿数では(図-3)，

平日･土休日による若干の規則性はあるものの，観

光客の多寡と必ずしも一致していないことが分か

る．これはユーザー毎の市内における投稿数が不

揃いであり，一人でより多く SNS へ投稿するよう

な人の訪問数が結果に左右するためである．短期

滞在者･長期滞在者ともに投稿数が最大であった

のは 10 月 10 日で，この日は湯涌温泉が舞台のア

ニメ「花咲くいろは」のファンが多く現地に集ま 

る「湯涌ぼんぼり祭り」の開催日でであった． 

 KHCoder を利用して投稿本文(写真共有サイト

等の場所タグを除く)のテキストマイニングを実

施した．その結果，名詞では「今日」(110 回)や「今」

(77 回)，「到着」(45 回)などが，動詞では「来る･

くる」(203 回)や「見る・観る・みる」(107 回)，

「食べる」(85 回)などが多く登場したほか，「寿司」

「カレー」「プール」「降る」など金沢を象徴する

語も頻出語として登場した． 

 

3. 分析と結果 

3.1 投稿ホットスポットの抽出 

各投稿に付与された位置情報から，金沢市内に 

図-2 時間帯別投稿数 

図-3 日別投稿数推移 

図-1 短期滞在者抽出モデル 

 (佐伯ほか(2015)を基に作成) 



図-4 投稿ホットスポット分析結果 

おいて短期滞在者の訪問および投稿地点の傾向を

検証する．地理学ではポイントデータの集合を可

視化する際に，カーネル密度推定を利用すること

が多いが，本研究では，ArcGIS の空間統計ツール

である最適化ホットスポット分析を利用した．こ

れを利用することで，指定したメッシュ毎に密度

分布を計算し，そしてポイントが集中するホット

スポットを抽出することができる．本研究では金

沢市域に 100m メッシュを作成し，メッシュ毎に

スコア値を算出した． 

また分析に先立ち，同一ユーザーによる短時間

での連続した投稿が分析結果に与える影響を小さ

くすることを目的に，データの離散化を行った．

SNS の利用目的は人それぞれであるが，一人のユ

ーザーが同じ場所で連続的に投稿をした場合，そ

の地点の投稿密度は高くなるものの，短期滞在者

が多く訪問する場所とは言い難い．このようなケ

ースを排除するため，本分析では対象データに「任

意の投稿 A から 30 分かつ 300m 以内で次の投稿

B があった場合，投稿 B は最適化ホットスポット

分析の対象外する」という制約を設けた．結果と

して，短期滞在者の全投稿のうち，離散化によっ

て 3,356 件のデータが排除され，残りの 4,278 件

のデータから分析を行った． 

分析の結果(図-4)，金沢駅周辺において最も投稿

が集中している事が明らかになった．スコア値は

金沢駅周辺で約 40.0~45.4，以下は香林坊・広坂

周辺(約 32.0～44.3)，片町周辺(約 16.0~33.0)，近

江町市場，(約 16.0~18. 0)，ひがし茶屋街(約 11.0)

の順で，これらは全てホットスポットとして抽出

された．郊外では湯涌温泉がホットスポットとし

て抽出された他，ホットスポットには満たないも

のの，観光名所ではないが短期滞在者の投稿が集

中する場所が数地点見受けられた． 

 

3.2 移動の可視化 

次に，ユーザー毎の投稿地点の移動から，短期

滞在者の移動の可視化を試みた．手法としては，

まずは金沢市を「兼六園」「片町」「けやき通り」

等 35 のゾーンに分割し，ArcGIS 上で短期滞在者

の各投稿とゾーンを空間結合した．投稿間隔が 12

時間以内のものを対象に，ユーザー毎の投稿ゾー

湯涌温泉 



ン変化の OD 行列を作成した． 

 その結果(図-5)，「金沢駅ゾーン」と他のゾーン

を直接結ぶ移動が数多く見られ，金沢駅の中心性

が鮮明となった．トリップ数は「金沢駅ゾーン」

から「近江町市場ゾーン」への移動が最大で，ま

た「兼六園ゾーン」では隣接観光地への相互訪問

が多い結果となった．ゾーン間移動を昼夜別で比

べると(図-6)，日中は観光地間の相互移動が多いが，

夜間は観光地から金沢駅周辺や香林坊・片町など

の繁華街へ向かう移動，そして駅および繁華街間

の相互移動が多いことが見てとれた． 

 

4. おわりに 

 本研究は金沢市において位置情報付き Twitter

投稿データから短期滞在者の投稿を抽出し，また

それを活用した観光行動分析の手法を 2 つ開発し

た．その結果，短期滞在者のミクロスケールでの

訪問先を明らかにすることができ，また移動状況

も集計し，可視化することができた．これらの位

置情報を利用した分析結果は，従来のアンケート

方式で得るのが難しいものであった． 

 Twitter 投稿データを利用した観光行動分析の

更なる普及のために，今後はユーザー毎の投稿内

容分析から，年齢層や性別，訪問目的といったユ

ーザー属性の推定を進めるべきである．情報工学

分野においてはこれらの研究が進んでおり，それ

らの積極的な活用が期待される． 

また調査対象によって，SNS 投稿データが有用

か否かは異なる．例えば，兼六園においては，訪

問客の平均投稿数が少ないため，園内における行

動分析は難しいものの，祭り訪問者を対象に，そ

の前後の行動を分析するには SNS 投稿データは

大いに役立つと考えられる． 

今後は分析精度の検証や精度向上に加え，アン

ケート，GPS 端末など複数の媒体により収集され

たデータを複合的に活用して観光行動を分析する

ことが求められる． 
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図-5 短期滞在者ゾーン間流動 

図-6 昼夜間別短期滞在者ゾーン間流動 


